
 

１ 課題の背景 
 
 ・農業情勢の悪化により、町外大型農業法人の誘致計画が撤退 

 ・高齢や体調不良による営農の中止が相次ぎ地域の生産基盤が急速に脆弱化 

 ・世界経済低迷による生産費の上昇や生産抑制により既存農家の農業経営が悪化 

 ・そのような中、酪農、肉牛、畑作の各生産部会が町へ直接補填の助成措置を要望 

 👉町では個別助成に加え、横断的な地域農業の課題検討への助成を決定   

 👉普及センターは、地域課題の抽出、課題解決に向けた検討の場の創出を支援   
 
 
 

２ 活動内容（経過） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 活動成果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今後に向けて 

設立された振興協議会の運営について、関係機関が連携し継続支援する。 

○町、JA、NOSAI 等が参集 

毎月定例会を開催し、地域生産 

者の自主的活動の支援を検討 

  

○各生産部会への対応 

課題検討会の場で情報提供

し、横断的課題の解決に向け

た協議会の設立を提案 

○農業委員会との連携 

個別面談に同席し全戸の

意向確認と、地域農業活性化

への意見を徴収 
 

地域活性化に向けた生産者組織の設立・運営支援 
～地域の課題を共有～ 【対象：長万部町農業者】（渡島北部支所地域係）令和５年度 

○「長万部町農業振興協議会」の設立(10 月) 

・長万部農業のあり方を検討する、生産者の自主組織が創設された。 

目的：横断的課題解決に向け長万部農業について検討を重ね、目指す姿を共有し次代を築く 

構成：酪農生産部会、和牛生産改良組合、畑作部会、ヘルパー組合、オブザーバ：役場、ＪＡ、普及Ｃ 

○担い手確保に係る学習会の開催（2 月) 

・せたな町の受入事例を学習。離農跡地を確認し、長万部町での受入体制などの検討が行われた。 

 

 
 


